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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
本研究は、企業家の復権を主張した Lang lo is (2003 )の「消えゆく手」仮説の個人主義的
性格を批判し、経験的妥当性の検証を目的とした。理論的方法は、Hodgson (1988)の制度
観を援用し、半導体産業の史的研究と最新動向を反証事例とした。不確実性を低減する







〔「消えゆく手」仮説 〕 〔企業境界問題 〕 〔標準化 〕 
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2012 年、米国国勢調査局が公開する BDS(Bus iness  D ynamics  S ta t i s t i cs )  B r i e f ing は、米
国の起業率の変遷を明示する。 21 世紀初頭は Lang lo i s の主張と符合した。全企業数に対












った、と主張する Langlo i s の個人主義は、「標準」という「制度」の生成過程を看過し、
標準化という技術変化がもたらした結果を偏重する。この問題は、過去の先行研究では批
判の対象ではなかったと指摘した。  
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実体は、どうであるか。今後の課題として、米国国勢調査局（ the  US Census）が公
開する従業者規模別・セクター別の企業数、従業者数の変遷から定量的分析を試みる。
Chandler(1977)の Visible  Hand から Langlois (2003)の Vanishing Hand を経て現在に
至るまでの Historical  Data を参照する。  
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林  征治  「消えゆく手」仮説の再考  －半導体産業の史的研究と最新事例から－  
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論題：「消えゆく手」仮説の再考  －半導体露光装置メーカーの垂直統合の事例から－  
 
 
